
社団法人日本新体操連盟 

平成 20 年度第１回総会議事録 

 

１． 会議名： 平成 20 年度第 1 回総会 

２． 日時： 平成 20 年 6 月 16 日（月）12 時 00 分～12 時 40 分 

３． 場所： 東京都港区高輪 4-10-56 「日立金属高輪和彊館・大会議室」 

４． 構成員現在数： 553 名 

５． 出席会員数： 444 名（うち委任状出席者 423 名） 

以下出席会員 

秋川新体操クラブ、イオン、ＣＡＮＤＹ．Ｍ．ＲＧ、 

クラシ―ヴィ RG、グレース、ジャスコおゆみ野、ジャスコ北習志野、

ジャスコ行徳、ジャスコ船橋、ジャスコマリンピア、 

ジャスコ八千代緑が丘、Ｓｗｅｅｔ ピュア Ｒ.Ｇ、ＳＴＥＬＬＡ、

ソレイユ、東京ジュニア新体操クラブ、飛行船ＲＧ、ピュアＲ．Ｇ、

ＦＵＳＳＡ Ｒ・Ｇ、舞Ｋｉｄｓ Ｒ．Ｇ．、 

Ｒｉｂｂｏｎ 新体操クラブ、 

６． 欠席会員数： 109 名 

７． 出席役員： 二木 英徳（会  長）朝倉 正昭（副 会 長） 福本  隆（副 会 長）

  荒井  隆（専務理事）石崎 朔子（常務理事） 渡辺 守成（常務理事）

  池田真喜子（理  事）岩本  晃（理  事） 上村 郁子（理  事）

  岡 久留実（理  事）谷口 裕代（理  事） 橋本 千波（理  事）

  藤島八重子（理  事）山﨑 浩子（理  事）  

  高橋  明（副 会 長）関田史保子（常務理事） 秋山エリカ（理  事）

  崇島 慎一（理  事）谷原  誠（理  事） 田中  元（監  事）

  横田  章（監  事）   

  以上 21 名（うち委任状出席 7 名）

８． 欠席役員：    

  以上 0 名

９． 議案： 

 決議事項  

  第 1 号議案 平成 19 年度事業報告承認について（定款第 5,29,39 条関連事項）

  第 2 号議案 平成 19 年度収支決算報告承認について（定款第 29,39 条関連事項）

  第 3 号議案 その他 

    

10． 議事の経過及び結果 

（１）議長による開会宣言 

(社)日本新体操連盟・定款第 28 条の定めにより議長を会長二木英徳が勤め、開会

宣言を行った。 

（２）議事録署名人の選出 

定款第 32 条により、議長は議事録署名人を福本隆副会長と石崎朔子常務理事にす

る事を議場に諮り承認された。 

（３）定足数の確認 

定款第 30 条により総会出席者数委任状含めて 444 名であることが山﨑浩子理事

より告げられ、議決定足数を満たしている事が報告された。 

（４）議決事項 

第 1 号議案 平成 18 年度・事業報告承認について（定款第 5,29,39 条関連事項） 

議長は説明者として渡辺守成常務理事を指名し、渡辺常務理事は下記内容の説明を

行った。 



 

１．平成 19 年度登録状況報告について 

平成 19 年度は 

加盟団体数 553 団体（前年度 511 団体） 

登録選手数 8,484 名（前年度比 102％増） 

愛好者数  34,155 名（前年度比 102％増） 

審判員数  1,087 名（前年度比 105％） 

指導者数  1,400 名（前年度比 107％） 

と全ての部門において前年度を上回る登録数を頂いた。県別の登録では地域格

差が出てきており、調査していきたい。 

 

 

２．「第 16 回全日本新体操クラブ選手権」について 

8 月 12 日から 14 日に千葉市「千葉ポートアリーナ」にて開催された。 

参加者は過去最多の 214 クラブ 642 名が参加し、クラブ対抗で千葉県の「イオ

ン」が、シニアの部では「イオン」横地愛選手が、ジュニアの部では「ＮＰＯ

ぎふ新体操クラブ」横山加奈選手が優勝した。 

「イオンカップ」へはクラブ対抗上位３チームのイオン、飛行船新体操クラブ、

ＮＰＯぎふ新体操クラブが、「全日本」へは 15 歳以上の選手で合計点上位 12

名に出場権が与えられた。 

 

３．「第 7 回全日本新体操クラブ団体選手権」について 

9 月 9 日「千葉ポートアリーナ」にて開催された。 

参加者は過去最多の 114 クラブチーム 742 名が参加し、 

シニアの部で東京都「ウーマンズ新体操クラブ」が３年ぶり５度目の優勝。 

ジュニアの部で千葉県「アミューズ新体操クラブ」が初優勝をした。 

今大会より、混成の部をシニアの部に統合したため、大会はシニアの部とジュ

ニアの部の２つで行われた。 

この大会からの「全日本」への出場権は「シニアの部」上位 2 チームの「ウー

マンズ新体操クラブ」と「すみれＲＧ桜ノ宮」が出場権を獲得した。 

 

４．「イオンカップ 2007 世界新体操クラブ選手権」について 

大会は 10 月 5 日から 7 日に「東京体育館」にて開催した。 

北京オリンピックメダル候補が勢揃いし、15 カ国 17 チーム 51 名の選手が参加

した。 

ジュニアでＮＰＯぎふ新体操クラブの横山加奈選手が３位に入賞した。これは

イオンカップ史上初めて表彰台に立った日本人選手となった。 

シニアではカプラノワ、セシナ、ベッソノワがメダルを分け合い、クラブ対抗

ではロシア「ガスプロム」が９連覇を遂げた。 

ＴＶ放送は 10 月 13 日日本テレビ系列にて全国放送された。視聴率が全国平均

3.1％となった。 

平成 20 年度からは放送がフジテレビになり、10 月 13 日 15：00 から 16：00 の

枠にて放送を予定してる。 

 

 

５．「第８回日本新体操祭」について 

平成 18 年度の「イオンカップ」三重開催に伴い、１度休止していたが、19 年

度は「東京体育館」にて再開した。 

参加者数は 48 クラブ 1662 名となり、内容的にも大変個性的で面白いものにな

ってきた。 

今大会では終了後の記念写真撮影を２箇所で行い、時短を達成し、参加者から



好評を得た。 

６．「第 10 回全日本新体操チャイルド選手権」 

「第 7 回全日本新体操キッズコンテスト」について 

2 月 22 日から 24 日に掛けて「東京体育館」にて開催された。 

参加者は過去最多の 401 クラブ 908 名の参加し、５・６年生の部では「イオン」

の宮本望来選手が、３・４年生の部では「ジャスコマリンピア」の皆川夏穂選

手が優勝した。 

以前、東西チャイルド選手権の開催をご案内差し上げていたが、参加者の費用、

日程を考慮し現在の全日本開催で様子を見ていく予定である。 

 

７．「平成 19 年度セミナー」について 

「初級集中講義」を 3 回 

「上級セミナー」を 7 回 

「海外セミナー」を 1 回 

「審判セミナー」を 3 回 

実施した。その他詳細は資料にて確認いただいた。 

 

８．「平成 19 年度表彰」について 

平成 19 年度は「功労賞」を社団法人日本新体操連盟・副会長 高橋 明氏に「最

優秀選手賞」を横地愛さん、村田由香里さんに贈呈することが平成 19 年度第 1

回理事会で決定した。 

表彰は 8 月の「全日本クラブ選手権」に授与式を行う予定。 

 

 

以上の説明の後、議長は質疑、報告等を求めたが発言は無かった。 

 

以上の後、第 1 号議案「平成 19 年度・事業報告承認」について可決された。 

 

 

第２号議案「平成 19 年度・収支決算報告」について（定款第 29,39 条関連事項） 

議長は説明者として荒井隆専務理事を指名し、荒井専務理事は下記内容の説明を行

った。 

資料には平成 19 年度の予算と実績を記載し、差異の大きいところを説明していく。 

 

１．事業収入 

バッジテストについて 

バッジテストをより良く、皆様に認知いただけるよう 19 年度では無料にて体験

バッジテストを実施した。よって収入が 0 円となった。 

 

全国競技会について 

クラブ選手権、チャイルド選手権、団体選手権とともに過去最多の参加者数と

なったため、参加費、チケット収入が増え、 

クラブ選手権   １４１５万３６２８円 

団体選手権     ７２４万７０３３円 

チャイルド選手権 ２２００万３２２４円 

となった。今後の物価高、参加者増による支出増加等が懸念されるため、今後

の状況に注意していきたい。 

 

 

２．収入合計 

以上により、平成 19 年度収入合計は２億８４６３万９２０４円となった。 



 

 

３．事業支出 

バッジテストについて 

無料体験バッジテストを「第１０回チャイルド選手権」会場にて実施したため、

会場費、スタッフ経費等かからず、予算より 60 万円ほど少ない３９万６９００

円の支出となった。 

 

クラブ選手権について 

平成 19 年度は千葉県で開催したため、審判員を含めたスタッフの宿泊費、交通

費増加などの増加により、１３１３万５４７５円の支出となった。 

 

団体選手権について 

クラブ選手権同様の理由により、５４２万７４円の支出となった。 

 

指導者海外研修会について 

ロシア圏で行われるこの研修は、燃料費の高騰などによる航空運賃の上昇、ロ

シア圏のインフレによる宿泊費の高騰などにより、予算より 30 万円高い３１０

万８１３１円の支出となった。 

 

指導者研修ＤＶＤについて 

平成 19 年度はバッジテスト用に予算を計上していたが、バッジテストの完成度

を上げるために作成を見合わせた。20 年度では作成を予定している。 

 

 

 

４．支出合計 

以上の内容により、今期増加額１６２万８５６１円を大会運営引当金とし

て次年度に繰り入れ、平成 19 年度支出合計は２億８４６３万９２０４円、

当期収支差額は０円となった。 

 

 

以上の説明の後、議長は質疑、報告等を求めたが発言は無かった。 

 

以上の後、第２号議案「平成 19 年度・収支決算報告承認」について可決された。 

 

 

 

第３号議案「その他」について 

議長は議場にその他議案の提出を諮ったが提出されなかった。 

 

 

 

（５）閉会宣言 

議長は他に質問、意見がないのを確認し総会の終了を宣した。 

 

 

 

 

 

 



 

この議事録が正確であることを証するため、議長ならびに議事録署名人は次に署名押印する。 

 
 
 
 
平成 20 年 6 月 19 日 

 

社団法人 日本新体操連盟 平成 20 年度第１回総会   

 

議    長  二 木  英 徳   

 

 

議事録署名人  福 本    隆   

 

 

同     石 崎  朔 子   


